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の孤島と化した K 市 3 つの総合支所に勤務する常勤保健師 7 名であり、その半構成
的インタビューを主要データとすると共に、その他 7 名の補助的研究参加者のイン
タビューデータ、書類と資料、観察記録や非公式面接記録を 2013年 2月から 9月に
かけて収集した。分析は、これらのデータからまず主要研究参加者 7 名の個別分析
を行い、その後個別分析を基に統合分析を行った。 
結果：統合分析の結果、1) 「町の保健師」である自分だからできること、2) 家族
の安全を確証し「町の保健師」活動を継続する、3)「一被災者」でありながら「行
政保健師」を常に意識する、4) 2年という月日の中で変わってきた受け止めや考え、
5)保健師の経験とその意味、の 5 つに集約した。保健師は、行政保健師という職業
を自ら選択し、同僚から専門職に対する理解を得ながら地域の「住民と顔の見える
関係」が築ける人口規模の「私の担当地区」で、住民の健康を守る役割を担う「町
の保健師」としての自負を持って平時から仕事を行っていた。自分の思いが詰まっ
た担当地区が被災地となり、その状況に衝撃を受けながら困窮している住民の健康
（書式１２） 
を守るのは「町の保健師」としての使命であると信じて住民の命を守った。それら
保健師の中でも、初動時に「私の担当地区」を離れていた者は、同僚と比較し初動
時に住民のために何もできなかった自分を意識し負い目の気持ちを抱くという特徴
が見られた。また、家族の安否を確認することは、保健師が自分自身で家族が安全
に過ごしていると納得できる「確証を得る」ことであり、その思いは特に幼い子ど
もを持つ保健師に強かった。そして、保健師は一被災者という立場でありながら行
政保健師としての役割を忘れることができず我慢をすることを迫られる経験をして
いた。そのような震災時・震災後の経験を通して、自分が保健師をなぜ目指したの
かという原点に立ち返り、地域の住民や同僚、家族に支えられたことを再認識しな
がら、「町の保健師」である自分だからできたことを認識し、その経験に意味を見出
していた。 
結論：保健師が被災地で経験したことは、専門職として、公務員として、一被災者
として、家族の一員として、を統合した経験であり、「被災者である町の保健師」で
あったからこそ被災地に残り、活動を継続した。第二の故郷のような担当地区が被
災地となり、同じように自分も被災を経験し住民の苦悩や不安を誰よりも理解でき
たことで、住民が困窮している時に支援するのが「町の保健師」としての自分たち
の役割であるという思いが後押しとなった。将来の災害への備えとして、保健師自
身が自己開示をして不安や悩みを外部者に伝えることが必要であることを認識し努
力すること、外部支援者が初動態勢に着けなかった保健師の心理を理解して個別性
を考えた支援を行うこと、家族の安全を確証する方法を保健師、所属行政機関それ
ぞれが準備をすることの必要性が示唆された。 
 

